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近年、小動物獣医領域において、人と同様に、より高度な診断・治療が求められています。また、軟骨異

栄養性犬種の飼育頭数の増加にともなって、椎間板ヘルニア症例に遭遇する機会が増加しています。これら

の背景から、今回、平成２３年度獣医三学会（近畿）ならびに獣医麻酔外科学会（近畿地区）合同のウエッ

トラボとしまして「犬の椎間板ヘルニアの診断から治療まで」と題し、椎間板ヘルニア症例に対する診

断（ＣＴ検査、ＭＲＩ検査など)、および胸腰部椎間板ヘルニアを想定した片側椎弓切除術の手技を習得して

いただく内容のウエットラボを企画いたしました。下記の通り開催いたしますのでご案内致します。多数の

御参加をお待ちしております。

日本小動物獣医学会(近畿）

日本獣医麻酔外科学会

【記】

２０１１年１０月１５日（土）１４：００～２０：ＯＯ

大阪府立大学獣医臨床センター

「犬の椎間板ヘルニアの診断から治療まで」

中山正成先生仲山獣医科病院）嶋崎等先生（千里桃山台動物病院）

①講義の部１４:００~１６:0０②実習の部１６:００~20:ＯＯ

中山正成先生（中山獣医科病院）嶋崎等先生（千里桃山台動物病院）

Ａｺー ｽ。①講義の部（聴講のみ/実習見学可）

Ｂｺｰｽ．①＋②（聴講と実習参加）定員１６名

Ａｺー ｽ5,000円（獣医麻酔外科学会会員：無料）

Ｂｺー ｽ70,000円（獣医麻酔外科学会会員：6,5000円）

日時
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講演
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参加費：

平成２３年度獣医学術近畿地区学会（小動物）・日本獣医麻酔外科学会

合同ウエットラボのご案内
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受付完了後に、ご案内します指定口座にお振込下さい。

お申込問合先大阪府立大学獣医外科学教室

〒598-8531大阪府泉佐野市りんくう往来北１－５８

TELO72-463-5476ＦＡＸＯ７２－４６３－５４７６

大阪府立大学獣医外科学教室秋吉秀保

E-Mailakiyoshi＠vet､osakafu-u,acjp

ＦＡＸＯ７２－４６３－５４７６大阪府立大学獣医外科学教室宛

獣医学術近畿地区学会・獣医麻酔外科学会合同ウエツトラボ

「犬の椎間板ヘルニアの診断から治療まで」

参加申込書

開催日／２０１１年１０月１５日(土）

ご氏名(フリガナ） 勤務先名 希望参加区分

Ａ聴講のみ／Ａ，見学希望

Ｂ聴講および実技参加

ご連絡先ご住所･電話番号 獣医麻酔外科学会会員・非会員
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E-mail


